
R4.12.6 伐木作業等における
安全管理セミナー

災害発生事例紹介及び
災害防止対策等について
新見労働基準監督署
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新見署管内の労働災害の状況

死傷95件 H28以来の90件超
死亡１件

死傷67件 前年比＋2
死亡１件 ４年連続発生

令和３年

令和４年

＋11増

※10月末日速報

※新型コロナを除く

労働災害が増加しています

高梁市、新見市、加賀郡の旧賀陽町地域 死傷件数



新見署管内の労働災害の状況
高梁市、新見市、加賀郡の旧賀陽町地域

行動災害が多発
労働者の作業行動を起因とする災害

●転倒

●腰痛等

●墜落・転落災害

16件

13件

12件

令和４年の死傷件数（事故の型別） ※10月末日速報

（動作の反動・無理な動作）

※新型コロナを除く

死傷件数



林業の死傷災害（岡山県） ※10月末日速報

死傷件数

(2)

(1)
(2)

(1) (1)
(1)

※新型コロナを除く岡山県

新見署

◎長期的には減少傾向
◎近年は30件台を推移 ※R4年は速報値
◎隔年に１件以上のペースで死亡災害発生

(死亡)

新見署
死亡１



林業の死傷災害（新見署管内）※10月末日速報

死傷件数高梁市、新見市、加賀郡の旧賀陽町地域

◎林業に限らず立木等の災害が発生

◎近年は建設業が多い
※令和元年以降は土木工事業で発生

※林業、農業、建設業、接客娯楽業、製造業、商業



転倒災害

年齢とともに増加

災害事例 特徴R4.4発生

林業

60代男性

刈払機をもって下山中に
岩が多い斜面で足が滑り
転倒した

骨折（休業見込２週）

事 業 場

被 災 者

災害状況

被災状況

典型的なパターン

高年齢労働者に注意

７件 ７件 ０件
その他体勢崩す２件

16件
災害事例



腰痛等

林業

20代男性

受け口を入れるためチェー
ンソーを持ち腰を落とした
ところ痛めた

腰痛（休業見込２週）

災害事例
事 業 場

被 災 者

災害状況

被災状況

R4.2発生 特徴

13件

◎重量物取扱い作業 ５件

◎立ち作業

◎座り作業

◎介護・看護作業 ２件

◎車両運転等の作業

典型的なパターン

災害事例



墜落・転落災害
災害事例
事 業 場

被 災 者

災害状況

被災状況

特徴R4.9発生

12件

◎２ｍ未満が多発
２ｍ未満 11件
２ｍ以上 １件

◎脚立・重機・トラックに注意
脚立 ４件
重機・トラック ３件

◎休業期間は長期化の傾向

災害事例

木材・木製品製造業

50代男性

フェラバンチャから下車す
るとき地面に墜落した

骨折（休業見込１か月）



新見労働基準監督署Web講習会
【注意】行動災害（転倒、腰痛等）が増加しています

行
動
災
害
の
状
況

腰

痛

防

止

転

倒

防

止

動画資料

岡山労働局ＨＰにて公開する予定です
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〇林業の死亡災害

〇建設業の重篤災害

災害発生事例及び災害防止対策

災害発生事例及び災害防止対策

令和４年発生 伐木作業中の労働災害



林業の死亡災害 R4年発生

イメージ

裂けやすい樹種・偏心木

〇追い口を幹の約半分程度まで切っていた。
〇幹が縦方向に約6ｍ裂け上がった。
〇裂けた立木が跳ね落ちて激突した。

林業の死亡災害

概要



林業の死亡災害 R4年発生
林業の死亡災害

谷側に枝張り
追い口の途中で裂けあがった原因 バーバーチェア現象の発生

（重心が谷側に偏る偏心木）



林業の死亡災害 R4年発生
林業の死亡災害

追い口の途中で裂けあがった原因 バーバーチェア現象の発生

谷側に倒れる力

谷側に枝張り
（重心が谷側に偏る偏心木）



林業の死亡災害 R4年発生
林業の死亡災害

一般的な「追い口切り」では
追い口を入れ終わる前に倒れる力により裂け上がる

受け口 追い口

倒れる力

倒れる力 ＞ 木の形を保つ力

追い口の途中で裂けあがった原因 バーバーチェア現象の発生

①追い口を入れる ②途中で裂け上がる



林業の死亡災害 R4年発生
林業の死亡災害

裂けやすい樹種・偏心木 ⇒ 伐倒中に裂け上がりやすい

木の状況に合わせた対策を講じていなかった原因

〇現場責任者の指導不足
必要な指示をせず作業者任せ

〇作業者の経験不足・教育不足



林業の死亡災害 R4年発生
林業の死亡災害

裂けた立木

裂けた立木
被災者

傾斜が緩い
退避しやすい

傾斜が急

退避場所・退避ルートの選定が適正でない原因



林業の死亡災害 R4年発生
林業の死亡災害

受け口が浅い
伐根直径

追い口

基本的伐倒方法が徹底されていない原因



林業の死亡災害 R4年発生
林業の死亡災害

ワイヤロープ巻付等
避け防止措置なし

裂けやすい樹種・偏心木に対して
⇒伐倒方法の工夫（追いづる切り等）

追い口の高さが低い
ガイドライン上は
受け口の高さの2/3程度裂けやすい木は

受け口は大きめに

原因



林業の死亡災害 R4年発生
林業の死亡災害

伐倒方向が適正でなかった原因

安全な
伐倒方向

安全な
伐倒方向

谷側被災者に激突した伐倒木

切株

山側

基本的な伐倒方向
①山側への伐倒 ⇒ 伐倒木の転落・滑りのおそれが高い
②谷側への伐倒 ⇒ 高低差による跳ね返りのおそれが高い

横方向のやや谷側（退避：山側）

（裂けやすい樹種・偏心木は裂け上がりを助長）



対策

〇裂けやすい樹種・偏心木の対策

〇適切な退避場所・退避ルートの選定

〇基本的伐倒方法の徹底

〇現場責任者による指導の徹底

〇現場責任者・作業者への安全教育の拡充

林業の死亡災害 R4年発生
林業の死亡災害



裂けやすい樹種・偏心木の対策

・追い口上部の巻き付け

・伐倒方向を重心方向からずらす

・けん引器具等の使用

・深めの受け口

・追いづる切り

ワイヤロープ、麻ロープ等

R4年発生
林業の死亡災害

林業の死亡災害



R4年発生
林業の死亡災害

林業の死亡災害
裂けやすい樹種・偏心木に有効な方法追いづる切り

①

②③

④

①
受
口

②
突
込

③
水
平

④追いづる

つ
る

①受け口を切る
②突っ込み切りで側面からチェーンソーを水平に深く入れる

※キックバックに注意する
③追いづるを残すようにチェーンソーで水平切りを行う
④最後に追いづるを切って伐倒する



R4年発生
林業の死亡災害

林業の死亡災害
文書要請 リーフレット



R4年発生
林業の死亡災害

林業の死亡災害
ＨＰでの注意喚起



〇林業の死亡災害

〇建設業の重篤災害

災害発生事例及び災害防止対策

災害発生事例及び災害防止対策

令和４年発生 伐木作業中の労働災害



建設業の重篤災害
イメージ

〇復旧工事において支障木を伐採していた。
〇つるの除去をせず、かかり木となった。
〇かかり木のかかられた木をチェーンソーにて切っていた。
〇伐倒前にかかり木が外れ、別の作業者に激突した。
〇作業現場の把握不足・指導不足があった。

概要

R4年発生
建設業の重篤災害



〇つるの除去

〇伐倒する立木の周囲の立入禁止

〇伐倒の合図 ⇒ 退避確認後の伐倒

〇かかり木の処理
・所定の方法の徹底
・所定外の方法の禁止

〇安全担当者の現場把握・指導徹底

建設業の重篤災害 R4年発生
建設業の重篤災害

対策
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安全管理体制
伐木作業現場における安全管理のポイント

◎安全方針
経営トップが明示する

◎年間目標
災害発生状況等から年間目標を決める
例：チェーンソー災害ゼロ

◎安全計画
安全活動
（巡視、リスクアセスメント、KY活動、安全教育等）
作業に必要な資格・教育
機械設備の点検

◎安全担当者・現場責任者の職務・権限の明示



安全管理体制
伐木作業現場における安全管理のポイント

◎作業現場の実態把握
●安全担当者の巡視、各現場責任者の相互巡視等

●所定の作業方法の徹底
〇切株の状態等から基本的伐倒方法の徹底を確認する
〇所定外の作業方法を原則禁止する
〇所定の作業方法が困難で所定外の作業を行う場合のルールを決める
〇異常発生時に現場の判断で作業することを禁止する

●現場責任者による指導の徹底
〇定期的な安全教育等により安全への理解を高める
〇労使一体の安全活動を通じて意識の高揚を図る（例：私の安全宣言）

安全担当者が理解していても
現場で措置が徹底されていない事案が散見



安全管理体制
伐木作業現場における安全管理のポイント

経営トップによる「安全衛生方針」

配布資料



安全管理体制
伐木作業現場における安全管理のポイント

労働者による「私の安全衛生宣言」
労使一体の取組をしましょう

配布資料



チェーンソー作業
伐木作業現場における安全管理のポイント

主な規制
◎特別教育
◎作業における危険の防止

●伐木作業
●かかり木の処理
●造材作業
●伐木の合図
●立入禁止

◎悪天候時の作業禁止
◎保護具の着用

●保護帽
●下肢の切創防止用保護衣



チェーンソー作業
伐木作業現場における安全管理のポイント

特別教育
チェーンソーを用いて行う立木の伐木、かかり木の
処理又は造材の業務

学科科目 実技科目



チェーンソー作業
伐木作業現場における安全管理のポイント

伐木作業
〇退避場所をあらかじめ選ぶ
〇かん木、枝条、つる、浮石等を取り除く
〇胸高直径20㎝以上の立木

⇒・伐根直径の４分の１以上の深さの受け口
・適当な深さの追い口
・適当な幅のつる（※技術的困難の場合を除く）

※伐木等機械によるものを除く



チェーンソー作業
伐木作業現場における安全管理のポイント

かかり木の処理
〇原則速やかに処理する

浴びせ倒しかかられている立木の伐倒

〇禁止行為



チェーンソー作業
伐木作業現場における安全管理のポイント

かかり木の処理

◎車両系木材伐出機械等※が使用できる場合
※車両系木材伐出機械、機械集材装置、簡易架線集材装置
〇同機械等により処理する
〇ガイドブロックによる安全な方向への引き倒し
〇ウインチの操作、走行、ワイヤロープの巻取り等

の急な操作を行わない



チェーンソー作業
伐木作業現場における安全管理のポイント

かかり木の処理

◎車両系木材伐出機械等が使用できない場合で
・かかっている木の胸高直径20㎝以上の場合

又は
・かかり木が容易に外れないと予想される場合

〇けん引器具の使用
〇ガイドブロックによる安全な方向への引き倒し
〇かかっている木の幹にワイヤロープを数回巻き

付けけん引時にかかっている木が回転するよう
にする



チェーンソー作業
伐木作業現場における安全管理のポイント

かかり木の処理

◎車両系木材伐出機械等が使用できない場合で
・かかっている木の胸高直径20㎝未満の場合

かつ
・かかり木が容易に外れると予想される場合

〇木回し、フェリングレバー、ターニング
ストラップ、ロープ等の使用

〇安全な方向にはずれるように回転させる
〇必要に応じてガイドブロックによる引き倒し



チェーンソー作業
伐木作業現場における安全管理のポイント

伐倒の合図
〇合図を定める
〇伐木作業時、あらかじめ合図を行い、他労働者の

避難を確認した後に伐倒する

造材作業
〇造材作業時における伐倒木、玉切材、枯損木等の

転落・滑りの防止
〇くい止め、歯止め等

※伐木等機械によるものを除く



チェーンソー作業
伐木作業現場における安全管理のポイント

立入禁止
〇造林、伐木、かかり木の処理、造材、木寄せの作業場所の

下方で木材の転落・滑りによる危険のおそれのある場所
〇伐木しようとする立木を中心に

立木の高さの２倍に相当する距離を半径とする円形の内側

〇かかり木の処理における危険のおそれのある場所

※車両系木材伐出機械によるものを除く



チェーンソー作業
伐木作業現場における安全管理のポイント

悪天候時の作業禁止
〇悪天候時には造林、伐木、かかり木の処理、造材、

木寄せの作業に危険が予想されるときは作業禁止
する

●強風：（10分間の平均風速で）毎秒10ｍ以上
●大雨：１回の降雨量が50㎜以上
●大雪：１回の降雪量が25cm以上



チェーンソー作業
伐木作業現場における安全管理のポイント

保護帽の着用
〇造林、伐木、かかり木の処理、造材、木寄せの作業時には

飛来落下用の保護帽（保護帽の規格に適合したもの）を着
用する

下肢の切創防止用保護衣の着用
〇チェーンソーによる造林、伐木の作業時には

下肢の切創防止用保護衣を着用する



木材伐出機械等による作業のポイント
伐木作業現場における安全管理のポイント



木材伐出機械等による作業のポイント
伐木作業現場における安全管理のポイント



木材伐出機械等による作業のポイント
伐木作業現場における安全管理のポイント

車両系木材伐出機械



車両系木材伐出機械による作業のポイント
伐木作業現場における安全管理のポイント

調査・作業計画・作業指揮者
◎機械の転落、地山崩壊等の危険防止のための調査

〇作業場所の地形、地盤の状態等
〇伐倒する立木と取り扱う原木等の形状等
⇒記録

◎作業計画
○調査結果に基づくもの
〇内容

①機械の種類・能力
②運行経路
③作業の方法・場所
④労働災害発生時の応急の措置・傷病者の搬送の方法

〇関係労働者への周知
◎作業指揮者による指揮 ※伐木等機械を除く



車両系木材伐出機械による作業のポイント
伐木作業現場における安全管理のポイント

立入禁止
〇運転中の機械・取り扱う原木等への接触による危険のおそれ

のある場所

〇物体の飛来等による危険のおそれのある場所
〇ブーム、アーム等の下

ブーム、アーム等が支える原木等の下
※ 構造上、ブーム・アーム等が不意の降下を防止する装置が組み込まれ

ている機械を除く
※点検時等で安全支柱、安全ブロック等使用時を除く



車両系木材伐出機械による作業のポイント
伐木作業現場における安全管理のポイント

検査・点検
◎年次の検査

①原動機 ②動力伝達装置、走行装置 ③制動装置、操縦装置
④作業装置、油圧装置 ⑤車体、ヘツドガード、飛来物防護
設備、アウトリガー、電気系統、灯火装置、計器

◎月次の検査
①制動装置、クラツチ、操縦装置 ②作業装置、油圧装置
③ヘツドガード、飛来物防護設備

◎作業前点検
①制動装置、操縦装置、②作業装置、油圧装置
③ワイヤロープ、履帯・車輪 ④前照灯

◎異常時の補修（年次・月次の検査の場合も義務）

義務

努力義務

努力義務



緊急時における連絡体制の整備のポイント
伐木作業現場における安全管理のポイント

緊急連絡体制の整備
◎労働災害発生時、労働者の所在不明時等の緊急時に備える
◎緊急時の連絡方法等の決定・周知
◎連絡責任者の選任
作業開始前の連絡方法の確認等

作業現場における安全の確認等

労働災害発生時の連絡等
教育訓練の実施

◎各連絡先等の確認（事務所、消防機関、各作業者）
◎携帯電話等のバッテリーの充電状態・故障の有無

◎作業現場における通信可能な位置の確認



参考情報

◎伐木作業・林業における安全対策
〇法令改正
〇チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドライン
〇林業の作業現場における緊急連絡体制の整備等のためのガイドライン

厚生労働省

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000207439_00003.html

https://www.rinya.maff.go.jp/j/routai/anzen/index.html

林野庁
◎森林で働く人たちの安全で快適な職場づくり

〇チェーンソーの操作技能基本トレーニングテキスト（指導者用・受講
者用）

〇蜂刺され災害を防ごう
https://www.rinya.maff.go.jp/j/routai/anzen/yonn.html

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000207439_00003.html
https://www.rinya.maff.go.jp/j/routai/anzen/index.html
https://www.rinya.maff.go.jp/j/routai/anzen/yonn.html


参考情報

◎林業での安全衛生管理に関するお役立ちまとめ
〇年間安全衛生計画（様式・記載例）
〇作業手順書（様式・例）

伐木 / 下刈り / かかり木処理
〇作業計画（様式記載例）

保育間伐、小規模伐採
作業道単独
搬出間伐・皆伐・作業道
搬出間伐・皆伐

〇林業安全衛生管理チェックシート

広島県

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/86/ringyo-anzen-yakudachi.html

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/86/ringyo-anzen-yakudachi.html


チェーンソーによる伐木等作業の
安全に関するガイドラインのポイント

【付録】



チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドライン

◎保護具・保護衣
下肢の切創防止用保護具 / 衣服 / 手袋 / 安全靴等 / 
保護帽、保護網・保護眼鏡、防音保護具

◎チェーンソーの取扱方法等
選定 / 始動方法 / 姿勢 / 携行移動時の静止確認

◎作業計画等
調査・記録 / リスクアセスメント・リスク低減措置 / 
作業計画 / 作業指揮者 / 安全衛生教育

◎チェーンソーを用いて行う伐木の作業
準備 / 立入禁止区域・退避 / 基本的伐倒作業 / 追いづる切り / 
かかり木の処理

◎チェーンソーを用いて行う造材の作業
基本的な安全確保対策 / 枝払い作業 / 玉切作業

概要



チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドライン

◎保護具・保護衣
●下肢の切創防止用保護具

〇規格（JIS T8125-2）適合・同等以上のものを選ぶ
〇異常なものは使用しない

（刃が当たって繊維が引き出されている等）

●衣服
〇長袖・長ズボン（皮膚と工具等の接触防止）
〇袖締まり・裾締まり（引っ掛かり防止）
〇防水性・透湿性
〇防寒用の肌着（寒冷環境の場合）

●手袋
〇厚手のもの（防振・防寒）



◎保護具・保護衣
●安全靴等

〇規格（JIS T8125-3）に適合・同等以上のものを選ぶ
⇒つま先、足の甲部、足首、下腿の前側半分に保護部材

（ソーチェーンによる損傷を防ぐ）

●保護帽、保護網・保護眼鏡、防音保護具
〇保護帽

保護帽の規格（昭和50年労働省告示第66号）に適合
⇒型式検定の標章をチェック

〇保護網・保護眼鏡の使用（飛来物からの顔・眼の保護）
〇耳栓等の使用

チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドライン



◎チェーンソーの取扱方法等
●選定

〇原則軽量なものを選ぶ
〇大型のものはやむを得ない場合に限る

（胸高直径７０ｃｍ以上の立木の伐倒等）
〇ガイドバーの長さは伐倒に必要な限度を超えないもの

●始動方法
〇原則地面に置いて保持して始動させる

チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドライン



◎チェーンソーの取扱方法等
●姿勢

〇前ハンドル・後ハンドルに親指を回して保持する
〇身体の一部・原木で支える
〇肩より高く上げない

●携行移動時の静止確認
〇チェーンブレーキをかける

⇒静止の確認をする

チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドライン



◎作業計画等
●調査・記録

① 地形の状況
② 地質・水はけの状況
③ 埋設物・架空線近接の状況
④ 伐倒対象の立木の状況
⑤ つるがらみ・枝がらみの状況
⑥ 枯損木・風倒木の状況
⑦ 下層植生の状況
⑧ 緊急車両の走行経路
⑨ 携帯電話等・無線通信による通信が可能である範囲

チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドライン



◎作業計画等
●作業計画

前述の調査の結果を考慮して作業計画を定める

１ 作業地の概況

２ 作業の方法等

３ 作業の安全対策

チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドライン



１ 作業地の概況

① 作業を行う場所

② 地形の状況

③ 地質・水はけの状況

④ 埋設物・架空線近接の状況

⑤ 緊急車両の走行経路、緊急連絡先

⑥ 携帯電話等又は無線通信による通信が可能である範囲

チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドライン



２ 作業の方法等

① 作業の方法

チェーンソー・車両系木材伐出機械の使用の有無等

② 伐倒の方法

③ 伐倒の順序

④ かかり木処理の作業方法

チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドライン



３ 作業の安全対策

① 伐倒作業における退避場所の設定標示

② 伐木作業における立入禁止の設定標示

③ 伐倒作業における合図の方法

④ 伐倒木、玉切材、枯損木等の転落・滑動の防止措置

⑤ その他安全対策

チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドライン



チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドライン



◎作業計画等
●作業指揮者

〇作業指揮者を選任する
〇作業計画に基づいて作業を指揮させる

●安全衛生教育
〇特別教育

チェーンソーを用いて行う立木の伐木等の業務
〇チェーンソーを用いて行う伐木等の業務従事者安全衛生教育

・５年ごと
・危険又は有害な業務に現に就いている者に対する安全衛生

教育に関する指針

チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドライン



◎チェーンソーを用いて行う伐木の作業
●準備

〇周囲の状況を確認する
林道、歩道等の通行路、周囲の作業者の位置、地形、転石、
風向、風速等

〇立木の状況を確認する
立木の樹種、重心、つるがらみや枝がらみの状態、頭上に
落下しそうな枯れ枝の有無等

チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドライン



◎チェーンソーを用いて行う伐木の作業
●準備

〇安全な伐倒方向の確認する

〇作業中に危険を生ずるおそれのあるものを取り除く
かん木、枝条、ササ、つる、浮石等
跳ね返りによる危険が生じる可能性のある立木、枝、枯損木等

チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドライン



◎チェーンソーを用いて行う伐木の作業
●立入禁止区域・退避

〇常に安全な距離を確保する

〇伐倒木等の転落・滑りによる危険のおそれがある場所は立入
禁止にする

〇伐倒対象の立木の周囲を伐倒者以外立入禁止とする
※立木の高さの２倍に相当する距離を半径とする円形の内側
※隣接した伐倒作業では、伐倒対象の各立木の高さの2.5 倍

に相当する距離を半径とする円の内側
※安全指導・支援等の場合を除く

チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドライン



◎チェーンソーを用いて行う伐木の作業
●立入禁止区域・退避

〇あらかじめ退避場所及び退避ルートを選定させる
※退避の障害になるものはあらかじめ取り除く

〇伐倒の合図をさせる
⇒伐倒者以外の労働者の退避を確認後に伐倒する

〇追い口が浮き始めたら、伐倒方向を確認し、直ちに退避する

チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドライン



◎チェーンソーを用いて行う伐木の作業
●基本的伐倒作業

〇正しく受け口切り・追い口切りを行い、つるを残す
※胸高直径が20㎝以上のとき

・伐根直径の４分の１以上の深さの受け口
・適当な深さの追い口
・伐根直径の10分の１程度のつる（技術的困難の場合を除く）

※胸高直径20㎝未満のとき
⇒受け口を作ることが望ましい

〇原則２個以上の同一形状のくさび
を使用する

立木の重心の移動等を考慮する

チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドライン



◎チェーンソーを用いて行う伐木の作業
●基本的伐倒作業

〇受け口切り
・必要に応じて根張りを切り取る

※空洞木、腐朽木、傾き木等は切り取らない
・受け口の下切りの深さを伐根直径の1/4 以上とする

※胸高直径が70㎝以上の場合は1/3 以上
・受け口の斜め切りは、下切りに対して30 度から45 度まで

の角度で行う
※下切り及び斜め切りの終わりの部分を一致させる

・斜め切りを先に行い、その後下切りを行うこともできる
・下切りを行う場合、下切りを斜めに切り上げることで受

け口の角度をより広くとることは問題ない

チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドライン



◎チェーンソーを用いて行う伐木の作業
●基本的伐倒作業

〇追い口切り
・追い口切りは、受け口の高さの下から

2/3 程度の位置で、水平に切り込む
・追い口切りの切込みの深さは、つる幅が伐根直径の1/10 

程度となるようにし、切り込みすぎない

チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドライン



◎チェーンソーを用いて行う伐木の作業
●基本的伐倒作業

〇くさびの打ち込み
・くさびは、のこ道の確保・伐倒方向を

確実なものとすること等のために用いるものである
・追い口切りにおけるのこ道の確保のため、薄いくさびを使

用する
・その後、切り幅の進行を確認しつつ、重心を移動させるた

めの厚いくさびを使用する
・くさびを複数同時に使用する場合は同一形状・同じ厚さの

ものを組にして使用する
・打ち込み時のずれ及び凍結時の抜けの防止のため、表面を

滑りにくく加工したくさびの使用が望ましい

チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドライン



◎チェーンソーを用いて行う伐木の作業
●追いづる切り（偏心の程度が著しい立木・裂けやすい木で有効）

〇受け口を切る
〇追い口を切るときに、受け口の反対側となる部分の幹は切ら

ず、突っ込み切りにより側面からチェーンソーを水平に深く
入れる
※突っ込み切りのとき、チェーンソーのバー先端部上側が立
木に触れるとキックバックするおそれがあることに留意する

〇チェーンソーで水平切りを行い、一方で、受け口の反対側と
なる幹の部分を追いづるとして残しておく

〇最後に追いづるを切ることで伐倒する

チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドライン



◎チェーンソーを用いて行う伐木の作業
●かかり木の処理

〇調査・記録 ⇒ 作業計画
〇適切な機械器具等の使用
〇安全な作業の徹底
〇かかり木を一時的に放置せざるを得ない場合の措置の徹底
〇禁止事項の徹底

チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドライン



◎チェーンソーを用いて行う造材の作業
●基本的な安全確保対策

〇転落・滑りによる危険のおそれのある伐倒木、玉切材、枯損木
等の木材について、くい止め、歯止め等により転落・滑りを防
止する

〇作業の支障となるかん木等はあらかじめ取り除く
〇原木の転動に注意して斜面の上部で作業を行う
〇足を原木・チェーンソーの下に入れない
〇伐倒木等の転落・滑りによる危険のおそれのある場所には立入

禁止にする
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◎チェーンソーを用いて行う造材の作業
●枝払い作業

〇原木の安定の確認、足場の確保を行い、作業に着手する
〇伐採現場で作業が困難なとき、集材作業で材を動かして枝払い

する
〇原則、元口の山側に立ち、先端に向かって枝払いを行う
〇枝の付け根にチェーンソーを当てると跳ね返るおそれのある

枝・かん木は、のこ目を入れる等により反発力を弱めておく
〇枝は原則ガイドバーの根元の部分で払う
〇原木の上で枝払い作業を行わない（転倒・転落防止）
〇支え枝は原木の安定を確かめて切り払う
〇長い枝は切断時の枝の跳ね返り等の防止のため二度に分けて切

る等注意する
〇同時に二人以上で同一の原木の枝払いをしない
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◎チェーンソーを用いて行う造材の作業
●玉切作業

〇玉切作業は斜面上部で行う
〇玉切りした原木が動くおそれがあるとき、安定するまで転が

す・くい止めする等で安定させ玉切りをする
〇玉切りのときガイドバーの挟まれ防止のためくさびを打つ
〇片持ちの原木の玉切りは、原木の下部1/3 をガイドバーの背

で切り上げ、次に上部を切り下げて玉切りをする
このとき、必要に応じ、支柱の設置等の方法をとり原木が裂
けないようにする

〇橋状の原木の玉切りは、側面を切り、次に原木の上部を半分
切り下げ、くさびを打ったのち下部を切り下げる

〇片持ちの原木、橋状の原木などで、その場所での玉切りが困
難な場合、集材後に玉切りをする

〇同時に二人以上で同一の原木の玉切りをしない

チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドライン


